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じ

表紙の写真
今
月
号
の
表
紙
は
、
佐
世
保
市
役
所
で
の
進
呈
式
の
様
子
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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二
月
九
日
に
本
会
髙
平
会
長
が
佐
世
保
市
役
所
を

訪
問
し
、
進
呈
式
を
開
催
し
ま
し
た
。
髙
平
会
長
よ

り
「
日
々
、
大
変
な
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
る
医
療

従
事
者
の
方
に
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。
県
産
水
産

物
を
食
べ
て
い
た
だ
き
少
し
で
も
明
日
の
活
力
に
し

て
い
た
だ
き
た

い
」
と
エ
ー
ル
を

送
り
、
佐
世
保
市

の
朝
長
則
男
市
長

へ
ヒ
ラ
メ
を
手
渡

し
ま
し
た
。

　

今
回
の
進
呈
に

対
し
て
、
朝
長
則

男
市
長
よ
り
「
市

内
で
は
ク
ラ
ス
タ

ー
が
複
数
発
生
す

る
な
ど
、
医
療
現

場
で
歯
を
食
い
し

ば
っ
て
頑
張
っ
て

い
る
医
療
従
事
者

も
勇
気
づ
け
ら
れ

る
。」
と
の
感
謝

の
言
葉
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に

佐
世
保
市
内
の
医
療
従
事
者
に
県
産
魚
を
配
布

佐
世
保
市
内
の
医
療
従
事
者
に
県
産
魚
を
配
布

企
画
事
業
推
進
課

天然ヒラメ養殖マグロの柵と天然ヒラメの切身

　

さ
る
二
月
十
日
と
十
二
日
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対
応
に
日
々
奮
闘
し
て
い
る

医
療
従
事
者
を
応
援
す
る
た
め
、
本
会
で
は
長
崎
県
水
産
物
国
内
流
通
促
進
緊
急
対
策
事
業
を
活

用
し
、
佐
世
保
市
内
七
病
院
に
対
し
て
養
殖
マ
グ
ロ
の
柵
を
八
百
食
分
と
天
然
ヒ
ラ
メ
の
切
身
を

百
二
十
五
食
分
の
配
布
を
行
い
ま
し
た
。

つ
い
て
二
月
時
点
で
県
内
の
感
染
者
数
は
減
少
傾
向

に
あ
り
、
三
月
中
旬
か
ら
長
崎
県
内
の
医
療
従
事
者

に
対
し
て
ワ
ク
チ
ン
の
優
先
的
接
種
が
行
わ
れ
る
こ

と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
は
、
国
内
で
は
イ
ギ
リ
ス
な
ど
で
確

認
さ
れ
て
い
る
感
染
力
の
高
い
変
異
株
が
検
出
さ
れ

て
お
り
、
今
後
も
第
四
波
や
第
五
波
に
と
も
な
っ
た

感
染
拡
大
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

本
会
と
し
ま
し
て
も
、
今
後
も
気
を
緩
め
る
こ
と

な
く
感
染
対
策
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、県
下
医
療
機

関
な
ど
に
対
し
て
引
き
続
き
支
援
を
し
て
参
り
ま
す
。

朝長市長と髙平会長が話している様子
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当
室
は
平
成
三
十
一
年
四
月
に
新
設
さ
れ
た
部
署

で
、
丸
尾
町
の
本
会
製
品
販
売
課
煮
干
し
入
札
会
場

横
の
新
建
屋
に
事
務
所
を
構
え
、
職
員
二
名
で
業
務

に
あ
た
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
品
質
管
理
に
係
る
業
務
は
そ
れ
ぞ
れ

の
部
署
の
担
当
者
が
担
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

近
年
の
食
品
に
対
す
る
安
全
安
心
へ
の
意
識
の
高
ま

り
や
、
鮮
魚
か
ら
加
工
品
ま
で
幅
広
く
食
品
を
扱
う

団
体
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
鑑
み
て
、
本
会
全
体
の

品
質
管
理
を
統
括
す
る
部
署
と
し
て
新
設
さ
れ
ま
し

た
。

　

品
質
管
理
と
は
、
文
字
通
り
本
会
が
販
売
す
る
商

品
の
品
質
を
管
理
す
る
こ
と
で
す
。
当
室
で
は
、
顧

客
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
安
全
、
安
心
、
良
質
な
商
品

で
あ
る
の
か
を
、
鮮
度
管
理
、
衛
生
管
理
、
人
の
管

理
か
ら
検
証
し
、
よ
り
良
い
商
品
に
す
る
為
に
は
何

が
必
要
な
の
か
を
検
討
し
、
そ
れ
を
繰
り
返
す
こ
と

で
品
質
レ
ベ
ル
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　

そ
の
為
の
一
つ
と
し
て
、
食
品
の
衛
生
レ
ベ
ル
を

数
字
で
表
す
こ
と
の
で
き
る
、
細
菌
検
査
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。
検
査
室
は
本
会
第
一
冷
凍
工
場
敷
地

内
の
一
部
を
改
装
し
て
設
置
し
、
令
和
二
年
五
月
よ

り
運
用
を
始
め
ま
し
た
。
検
査
対
象
は
、
本
会
加
工

セ
ン
タ
ー
で
製
造
し
て
い
る
生
食
用
の
養
殖
ブ
リ
フ

ィ
レ
、
養
殖

ヒ
ラ
マ
サ
フ

ィ
レ
（
令
和

二
年
六
月
に

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ

品
目
と
し
て

追
加
）
等
の

末
端
消
費
者

向
け
商
品
を

中
心
と
し
、

安
全
性
の
確

認
や
工
場
の

衛
生
レ
ベ
ル

の
確
認
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
食
中
毒
リ
ス
ク
の
高
い
ヒ

ス
タ
ミ
ン
に
つ
い
て
は
、
最
終
製
品
だ
け
で
な
く
、

加
工
原
料
に
つ
い
て
も
検
査
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

ヒ
ス
タ
ミ
ン
産
生
魚
を
使
用
し
た
商
品
の
中
か
ら
検

査
対
象
品
を
選
定
し
、
加
工
原
料
か
ら
最
終
製
品
ま

で
の
安
全
性
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
は
消
費
者
意
識
の
高
ま
り
か
ら
、
商
品
に
対

す
る
ク
レ
ー
ム
も
高
度
化
し
て
い
ま
す
。
本
会
で
は

独
自
の
ク
レ
ー
ム
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
設
け
、
各
部
署
で

の
対
応
を
平
準
化
し
て
お
り
、
当
室
で
は
そ
れ
を
取

り
ま
と
め
て
総
合
的
な
管
理
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

ク
レ
ー
ム
を
受
け
る
と
い
う
こ
と
は
、
決
し
て
良
い

こ
と
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
品
質
を
改
善
す
る
チ
ャ

ン
ス
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
品
質
の
改
善
は

傾
向
か
ら
対
策
を
求
め
る
こ
と
が
必
須
で
あ
り
、
ど

の
よ
う
な
ク
レ
ー
ム
が
多
く
発
生
す
る
の
か
、
傾
向

を
見
極
め
、
正
し
い
改
善
策
を
策
定
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
更
に
、
そ
の
改
善
策
が
正
し
く
運
用
さ
れ

て
い
る
か
を
監
視
す
る
こ
と
で
ク
レ
ー
ム
を
未
然
に

防
ぐ
こ
と
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
他
、
食
品
に
関
す
る
法
令
等
へ
の
対
応
や
、

製
造
工
程
の
改
善
提
案
、
従
業
員
に
対
す
る
衛
生
指

導
な
ど
を
実
施
し
、
商
品
の
安
全
性
、
信
頼
性
の
向

上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

新
設
し
て
間
も
な
い
部
署
で
す
が
、「
品
質
」
と

い
う
面
か
ら

各
部
門
を
サ

ポ
ー
ト
し
、

よ
り
良
い
商

品
を
作
る
こ

と
で
顧
客
か

ら
の
信
頼
を

得
る
、
品
質

か
ら
始
ま
る

プ
ラ
ス
の
連

鎖
を
目
指
し

て
今
後
も
取

り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

事
業
所
紹
介
（
品
質
管
理
室
）

事
業
推
進
本
部
　
品
質
管
理
室

ブリフィレを検査している様子

細菌検査をしている様子
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〇
総
額
表
示
と
は

　

値
札
、
チ
ラ
シ
な
ど
の
価
格
表
示
に
つ
い
て
、
あ

ら
か
じ
め
消
費
税
（
地
方
消
費
税
額
を
含
む
）
を
加

算
し
た
価
格
を
表
示
す
る
こ
と
を
総
額
表
示
と
い
い

ま
す
。
義
務
化
対
象
は
消
費
税
課
税
事
業
者
と
な
っ

て
い
ま
す
。

〇
総
額
表
示
義
務
の
特
例

　

総
額
表
示
義
務
の
特
例
と
し
て
、
平
成
二
十
五
年

十
月
一
日
か
ら
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間

「
現
に
表
示
す
る
価
格
が
税
込
価
格
で
あ
る
と
誤
認

さ
れ
な
い
た
め
の
措
置
」
を
講
じ
て
い
れ
ば
税
込
価

格
を
表
示
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
特
例
期
間
が
終
了
し
、
令
和
三
年
四
月

一
日
よ
り
、
総
額
表
示
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

〇
総
額
表
示
の
対
象
と
な
る
媒
体

　

対
象
と
な
る
価
格
表
示
は
、
商
品
本
体
に
よ
る
表

示
（
商
品
に
添
付
又
は
貼
付
さ
れ
る
値
札
等
）、
店

頭
に
お
け
る
表
示
、
チ
ラ
シ
広
告
、
新
聞
・
テ
レ
ビ

に
よ
る
広
告
な
ど
、
消
費
者
に
対
し
て
行
わ
れ
る
価

格
表
示
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
表
示
媒
体

に
よ
り
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
総
額

表
示
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

〇
総
額
表
示
の
対
象
外
と
な
る
媒
体

　
「
見
積
書
」「
契
約
書
」「
請
求
書
」
等
に
つ
い
て
は
、

総
額
表
示
義
務
の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。
総
額
表

示
の
義
務
付
け
は
、
不
特
定
か
つ
多
数
の
者
に
対
す

る
値
札
や
店
内
掲
示
、
チ
ラ
シ
あ
る
い
は
商
品
カ
タ

ロ
グ
に
お
い
て
、「
あ
ら
か
じ
め
」
価
格
を
表
示
す

る
場
合
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

消
費
税
の
総
額
表
示
義
務
化
（
特
例
期
間
の
終
了
）

消
費
税
の
総
額
表
示
義
務
化
（
特
例
期
間
の
終
了
）

総
務
指
導
部
　
指
導
課

　

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
、
特
例
と
し
て
誤
認
防
止
措
置
が
取
ら
れ
た
表
示
で
あ
れ
ば
税

抜
表
示
も
可
能
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
特
例
期
間
が
終
了
し
、
四
月
一
日
よ
り
消
費
税
の
総

額
表
示
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

【総額表示OK例（2021年4月1日から）】
（商品価格10,000円　税率10％の場合）
●11,000円　　　　　　
●10,000円（税込11,000円）
●11,000円（税込）　　
●11,000円（税抜価格10,000円）
●11,000円（うち消費税額等1,000円）
●11,000円（税抜価格10,000円、消費税額等1,000円）

【総額表示NG例（2021年3月31年までの特例）】
（商品価格10,000円　税率10％の場合）
●10,000円（税別）
●10,000円（税抜）
●10,000円（本体価格）
●10,000円＋税
●10,000円　（※価格は全て税抜価格です。）　

【店内飲食（10%）と持ち帰り（8%）の両方の税込価格表
示をする場合の例（商品価格1,000円）】

商品名 店内飲食 持ち帰り

牡蠣　1kg 1,100円 1,080円

海鮮セット 1,100円 1,080円

海　鮮　丼 1,100円 1,080円

※ 総額表示について更に詳しくお知りになりた
い方は、財務省HPの「総額表示義務と転嫁に
関する資料」ページをご覧ください。

〇
総
額
表
示
の
表
示
方
法
（
例
）
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平
成
二
十
六
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
長
崎
女
子

短
期
大
学
と
の
水
産
教
室
の
開
催
は
、
本
年
で
九
回

目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
水
産
教
室
で
は
、
本
県
で

水
揚
げ
さ
れ
る
様
々
な
魚
種
を
無
償
提
供
し
、
プ
ロ

の
栄
養
士
を
目
指
す
学
生
に
対
し
て
、
本
県
水
産
物

に
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
シ
マ
ア
ジ
（
養
殖
）
を
用
意
し
、
始
め

に
、
本
会
牧
島
監
事
が
魚
の
特
徴
や
旬
の
時
期
等
の

説
明
を
交
え
な
が
ら
、
刺
身
づ
く
り
の
実
演
を
学
生

に
披
露
し
ま
し
た
。
一
年
生
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、

包
丁
さ
ば
き
等
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
授
業
の
中

で
、
ア
ジ
や
イ
ワ
シ
を
捌
い
た
経
験
が
あ
っ
た
よ
う

で
、
ス
ム
ー
ズ
に
作
業
を
進
め
る
様
子
が
見
ら
れ
ま

第
九
回
　水
産
教
室
を
開
催

第
九
回
　水
産
教
室
を
開
催

長
崎
県
漁
協
青
壮
年
部
連
合
会

　

去
る
一
月
十
八
日
に
長
崎
女
子
短
期
大
学
で
、
栄
養
士
コ
ー
ス
を
受
講
し
て
い
る
学
生
を
対
象

に
シ
マ
ア
ジ
の
捌
き
方
を
含
め
た
水
産
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

し
た
。
ま
た
、
本
会
役
員
の
指
導
を
熱
心
に
聞
き
な

が
ら
も
、
時
折
雑
談
し
て
い
る
様
子
も
見
ら
れ
、
和

気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

学
生
は
、
刺
身
や
塩
焼
き
、
フ
ラ
イ
等
に
調
理
し
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
確
保
し
な
が
ら
自
分

た
ち
が
捌
い
た
シ
マ
ア
ジ
を
堪
能
し
て
お
り
、
と
て

も
満
足
げ
な
表
情
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
よ
り
、
一
年
生
お
よ
び
二
年
生
を
対
象
に

年
二
回
水
産
教
室
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。
引
き
続
き
、
我
々
青
年
部
に
し
か
で
き
な
い
活

動
を
積
極
的
に
展
開
し
、
水
産
業
の
発
展
は
も
と
よ

り
、
魚
食
普
及
等
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

牧島監事による刺身づくりの実演

学生に捌き方を教えている平山顧問
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「
長
崎
県
の
魚
愛
用
店
」
で
地
産
地
消
を
！

「
長
崎
県
の
魚
愛
用
店
」
で
地
産
地
消
を
！

「
長
崎
県
の
魚
愛
用
店
」
で
地
産
地
消
を
！

長
崎
県
水
産
加
工
流
通
課
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水
産
資
源
の
管
理
は
県
に
よ
る
漁
業
権
免
許
、
国
・
県
に
よ
る
漁
業
許
可
、
漁
獲
可
能
量
（
Ｔ
Ａ
Ｃ
）
制

度
の
公
的
規
制
と
漁
業
者
に
よ
る
自
主
的
な
資
源
管
理
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
多
様
な
漁
業
者
に
よ
る

漁
場
利
用
を
調
整
し
な
が
ら
効
果
的
な
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
令
和
二
年
十
二
月
の
改
正
漁
業
法
の
施
行

に
よ
り
、
資
源
管
理
の
体
制
が
新
し
く
な
る
こ
と
か
ら
、
長
崎
県
に
お
け
る
資
源
管
理
に
関
す
る
基
本
的
な

事
項
等
を
定
め
た
、
長
崎
県
資
源
管
理
方
針
を
策
定
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

長
崎
県
資
源
管
理
方
針
は
大
き
く
分
け
て
、「
資
源
管
理
全
体
に
関
す
る
考
え
方
」
と
「
魚
種
ご
と
の
具

体
的
な
管
理
方
法
」
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、「
資
源
管
理
全
体
に
関
す
る
考
え
方
」
で
は
Ｔ
Ａ
Ｃ
対
象
魚
種
（
※
１
）
は
漁
業
種
類
ご
と
に
漁

獲
可
能
量
を
設
定
す
る
こ
と
、
漁
獲
可
能
量
の
配
分
は
漁
獲
実
績
を
基
礎
と
す
る
こ
と
、
漁
獲
量
報
告
は
義

務
で
あ
る
こ
と
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
対
象
魚
種
以
外
の
魚
種
も
目
標
を
定
め
資
源
管
理
を
行
う
こ
と
な
ど
を
定
め
て
い

ま
す
。

（
※
１
：
本
県
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
対
象
魚
種
は
ク
ロ
マ
グ
ロ
、
マ
ア
ジ
、
マ
サ
バ
、
マ
イ
ワ
シ
、
ス
ル
メ
イ
カ
、
サ

ン
マ
の
六
種
類
）

　

次
に
「
魚
種
ご
と
の
具
体
的
な
管
理
方
法
」
で
は
、Ｔ
Ａ
Ｃ
対
象
魚
種
の
ク
ロ
マ
グ
ロ
（
大

型
魚
・
小
型
魚
）、
マ
ア
ジ
、
マ
イ
ワ
シ
、
サ
ン
マ
に
つ
い
て
、
各
魚
種
ご
と
に
漁
業
種
類

に
よ
る
漁
獲
可
能
量
の
設
定
、
配
分
方
法
、
漁
獲
量
報
告
の
方
法
等
を
定
め
て
い
ま
す
。
現

在
記
載
さ
れ
て
い
る
魚
種
は
四
種
の
み
で
す
が
、
必
要
な
魚
種
は
順
次
追
加
し
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
漁
業
者
が
自
主
的
な
資
源
管
理
に
取
り
組
む
た
め
に
作
成
し
て
い
る
資

源
管
理
計
画
は
、
今
回
の
漁
業
法
改
正
に
よ
り
令
和
五
年
度
ま
で
に
、
長
崎
県
資
源
管
理
方

針
に
即
し
た
資
源
管
理
協
定
へ
の
移
行
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

※
長
崎
県
資
源
管
理
方
針
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
下
記
に
な
り
ま
す
。

新
た
な
漁
業
調
整
規
則

新
た
な
漁
業
調
整
規
則

新
た
な
漁
業
調
整
規
則

〜
長
崎
県
資
源
管
理
方
針
の
策
定
に
つ
い
て
〜

〜
長
崎
県
資
源
管
理
方
針
の
策
定
に
つ
い
て
〜

〜
長
崎
県
資
源
管
理
方
針
の
策
定
に
つ
い
て
〜

https://www.pref.nagasaki.jp/shared/
uploads/2021/03/1614649112.pdf

長
崎
県
水
産
部
　
漁
業
振
興
課
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ヒ
ラ
メ
の
無
眼
側
黒
化
防
除
に
つ
い
て

は
じ
め
に

　

ヒ
ラ
メ
は
、
眼
の
あ
る
有
眼
側
が
黒
か
ら
茶
褐
色

の
複
雑
な
配
色
を
し
て
い
る
の
に
対
し
、
眼
の
な
い

無
眼
側
は
単
調
な
白
色
を
し
て
い
ま
す
（
図
１
）。

　

し
か
し
、
人
工
生
産
し
た
ヒ
ラ
メ
は
、
飼
育
し
て

い
る
間
に
、
白
い
は
ず
の
無
眼
側
が
黒
っ
ぽ
く
着
色

し
（
黒
化
と
い
い
ま
す
）、
天
然
魚
と
容
易
に
区
別 長

崎
県
総
合
水
産
試
験
場
　
　
　
　
　
　
　

種
苗
量
産
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー
　
魚
類
科

が
つ
く
よ
う
に
な
り
ま
す
（
図
１
）。
こ
の
見
た
目

の
違
い
が
、
放
流
魚
や
養
殖
魚
が
天
然
魚
よ
り
も
低

価
格
で
扱
わ
れ
る
一
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
放
流
魚
や
養
殖
魚
で
も
、
黒
化
の
な

い
天
然
魚
に
近
い
体
色
の
ヒ
ラ
メ
を
生
産
す
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
付
加
価
値
の
向
上
に
つ
な
が
る
と
期

待
で
き
ま
す
。
総
合
水
産
試
験
場
で
は
、
京
都
大
学

　
（
公
財
）
漁
船
海
難
遺
児
育
英
会
は
、漁
船
の
海
難
事
故
（
転
覆
・
衝
突
等
）
や
海
中
転
落
等
の
事
故
に
よ
り
、

親
を
亡
く
さ
れ
た
遺
児
の
経
済
的
・
精
神
的
援
助
を
目
的
に
設
立
さ
れ
、
幼
児
か
ら
小
中
高
生
・
大
学
生
に

学
資
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
教
育
費
の
高
騰
に
よ
り
資
金
的
に
は
ま
だ
十
分
と
は
い
え
ま
せ
ん
の
で
、
今
後
と
も
皆
様
の
温

か
い
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
長
崎
県
信
用
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
が
令
和
三
年
四
月
一
日
を
も
っ
て
合
併
し
、
新
た
に
、「
九

州
信
用
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
」
と
な
り
ま
す
。

　

合
併
に
伴
い
、
四
月
一
日
よ
り
口
座
番
号
、
店
名
、
店
番
が
変
更
と
な
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

新
口
座
番
号
：
２
３
６
１
１
３
６

　

新　

店　

名
：
九
州
信
用
漁
業
協
同
組
合
連
合
会　

長
崎
統
括
支
店

　

新　

店　

番
：
０
０
４

（
公
財
）
漁
船
海
難
遺
児
育
英
会

九
州
信
用
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
発
足
に
伴
う
変
更
に
つ
い
て

九
州
信
用
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
発
足
に
伴
う
変
更
に
つ
い
て
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と
の
共
同
研
究
に
よ
り
、
ヒ
ラ
メ
の
無
眼
側
黒
化
を

抑
制
す
る
飼
育
技
術
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
回
は
、
そ
の
取
組
み
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
取
組
み

　

黒
化
を
抑
制
す
る
試
み
で
、
最
も
効
果
が
高
い
方

法
と
し
て
は
、
水
槽
底
面
に
砂
を
敷
く
方
法
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
方
法
は
、
残
餌
や
糞

等
に
よ
っ
て
底
面
の
砂
が
汚
れ
て
し
ま
う
こ
と
や
、

砂
に
も
ぐ
っ
た
ヒ
ラ
メ
の
飼
育
管
理
が
煩
雑
で
あ
る

な
ど
の
理
由
か
ら
、
実
用
化
が
進
ん
で
い
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
近
年
、
京
都
大
学
の
田
川
准
教

授
の
グ
ル
ー
プ
が
、
底
面
を
凹
凸
に
改
造
し
た
ポ
リ

カ
ー
ボ
ネ
イ
ト
水
槽
で
ヒ
ラ
メ
を
飼
育
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
黒
化
が
抑
制
で
き
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
通
常
の
水
槽
で
は
、
黒
化
が
進
み

や
す
い
無
眼
側
の
背
鰭
と
尻
鰭
の
基
部
付
近
が
底
面

に
接
触
し
て
い
な
い
の
に
対
し
て
、
凹
凸
水
槽
で
は

鰭
基
部
の
接
触
機
会
が
増
加
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、

底
面
か
ら
の
接
触
刺
激
が
無
眼
側
の
黒
化
を
抑
制
す

る
要
因
と
し
て
重
要
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

網
敷
飼
育
に
よ
る
黒
化
防
除

　

水
槽
の
底
面
の
形
状
に
よ
っ
て
、
黒
化
を
抑
制
で

き
る
と
い
う
知
見
は
、
と
て
も
斬
新
な
も
の
で
し
た

が
、
種
苗
生
産
場
や
陸
上
養
殖
施
設
で
は
、
水
槽
を

改
造
し
て
底
面
を
凹
凸
に
す
る
こ
と
は
、
砂
敷
き
飼

育
同
様
、
現
実
的
な
方
法
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
総
合
水
産
試
験
場
と
京
都
大
学
と
の
共
同
研
究

に
よ
り
、
実
用
的
な
黒
化
防
除
の
た
め
の
飼
育
法
の

開
発
に
取
り
組
む
事
に
な
り
ま
し
た
。

　

試
み
た
方
法
は
、
既
存
の
水
槽
の
中
に
、
ナ
イ
ロ

ン
製
の
網
生
簀
を
設
置
し
、
そ
の
中
で
ヒ
ラ
メ
を
飼

育
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
網
を
用
い
る
こ
と
で
、

無
眼
側
の
接
触
刺
激
を
増
や
す
の
が
狙
い
で
す
。
実

験
で
は
、
１
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
の
透
明
ポ
リ
カ
ー
ボ
ネ

イ
ト
水
槽
を
使
用
し
、
そ
の
中
に
、
ナ
イ
ロ
ン
製
の

防
風
網
で
作
っ
た
網
生
簀
を
設
置
し
ま
し
た
（
図

２
）。
網
生
簀
の
網
は
、
凹
凸
水
槽
の
イ
メ
ー
ジ
で

水
槽
内
に
ぴ
ん
と
張
っ
た
状
態
で
は
な
く
、
底
面
・

側
面
に
た
る
み
を
持
た
せ
た
状
態
に
し
ま
し
た
。
ま

た
対
照
区
と
し
て
、
網
を
設
置
し
な
い
同
じ
タ
イ
プ

の
水
槽
を
使
用
し
て
ヒ
ラ
メ
を
飼
育
し
ま
し
た
。
実

験
に
は
、
全
長
７
㎝
程
度
の
黒
化
の
進
ん
で
い
な
い

稚
魚
70
尾
ず
つ
を
使
用
し
、
３
９
４
日
間
の
試
験
飼

育
の
後
、
写
真
撮
影
を
行
い
、
無
眼
側
黒
化
の
程
度

を
黒
化
面
積
率
（
ヒ
レ
を
除
い
た
無
眼
側
の
面
積
に

対
す
る
黒
化
部
位
の
面
積
の
パ
ー
セ
ン
ト
）
を
用
い

て
評
価
し
ま
し
た
。
図
３
は
実
験
終
了
時
（
平
均
全

長
38
㎝
）、
各
試
験
区
か
ら
無
作
為
に
選
ん
だ
10
個

体
の
ヒ
ラ
メ
無
眼
側
の
写
真
で
す
。
網
生
簀
区
で
黒

図１．ヒラメ無眼側の体色の例
上：天然魚、下：養殖魚

図２．試験区の設定
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化
が
抑
制
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
は
っ
き
り
と
わ
か
り

ま
す
。
図
４
は
そ
の
時
の
各
試
験
区
の
平
均
黒
化
面

積
率
で
す
。
黒
化
面
積
率
は
対
照
区
で
は
53
％
で
あ

り
、
無
眼
側
の
半
分
以
上
の
面
積
が
黒
化
し
て
い
ま

し
た
が
、
網
生
簀
区
の
黒
化
面
積
率
は
、
わ
ず
か
２

％
で
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
既
存
の
水
槽
中
に
網
を

設
置
す
る
だ
け
で
、
無
眼
側
黒
化
を
劇
的
に
抑
制
で

き
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
網
生
簀
区
で
も
、
わ
ず
か
に
黒
化
部

位
が
出
現
し
ま
し
た
が
、
多
く
は
、
胸
鰭
の
基
部
お

よ
び
鰓
蓋
の
く
ぼ
ん
だ
部
分
の
二
ヶ
所
で
し
た
。
こ

れ
は
胸
鰭
基
部
の
皮
膚
は
、
胸
鰭
が
あ
る
た
め
、
網

と
接
触
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
、
同
様
に
、

鰓
蓋
の
く
ぼ
ん
だ
部
分
も
骨
格
が
く
ぼ
ん
で
い
る
た

め
に
網
と
接
触
し
難
い
こ
と
が
、
他
の
部
位
よ
り
も

黒
化
し
や
す
い
原
因
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
の
課
題

　

今
回
の
取
り
組
み
に
よ
り
網
の
上
で
飼
育
を
す
る

と
い
う
シ
ン
プ
ル
な
方
法
を
用
い
る
こ
と
で
、
無
眼

側
の
黒
化
を
ほ
と
ん
ど
目
立
た
な
い
レ
ベ
ル
に
ま
で

抑
制
で
き
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
現
在
、
こ
の

方
法
を
応
用
し
、
よ
り
実
用
的
な
手
法
の
開
発
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
検
討
す
べ
き
課
題
と
し
て
は
、

①
網
生
簀
式
よ
り
も
設
置
と
飼
育
管
理
が
容
易
な
底

面
に
置
く
だ
け
の
網
の
効
果
、
②
底
面
に
設
置
す
る

網
の
面
積
に
よ
る
効
果
の
差
（
よ
り
少
な
い
網
面
積

で
も
黒
化
抑
制
に
効
果
が
あ
る
か
）、
③
ナ
イ
ロ
ン

網
を
加
工
す
る
よ
り
も
手
軽
に
利
用
可
能
な
市
販
の

金
属
製
網
や
樹
脂
製
マ
ッ
ト
等
に
よ
る
効
果
等
が
あ

り
ま
す
。

　

今
後
も
こ
れ
ら
の
技
術
開
発
を
続
け
る
こ
と
に
よ

り
、
養
殖
ヒ
ラ
メ
の
付
加
価
値
向
上
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
担
当　

山
田
敏
之
）

図３．無眼側（394 日目 平均全長 38cm）
左：対照区、右：網生簀区

図 4．黒化面積率（394 日目）
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お問い合わせは、長崎県漁連 購買課まで　TEL  095-829-2418～2420

自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
！

わ
ず
ら
わ
し
さ
と
窮
屈
さ
か
ら
解
放
！

ベ
ス
ト
感
覚
で
着
れ
る

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
な
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

常
時
着
用
型
救
命
胴
衣（
自
動
膨
張
式
）

反射リフレクター
エアー吹入補充バブル
ホイッスル
炭酸ガスボンベ
手動レバー



漁協は、ＪＦグループへ。

ＪＦブランド商品

漁船用エンジンのための最高級オイル。
〈エンジンオイル〉
　大漁スーパー
　大漁ロイヤル
　大漁ＬＬ
〈油圧作動オイル〉
　大漁ハイドロスーパー
〈冷凍機オイル〉
　大漁ベストクール

海には、ＪＦマークの商品を。
　

問い合わせ先　　　ＪＦ全漁連　購買事業部　石油第２課　　TEL　03-6222-1323
ＪＦ長崎漁連　購 買 課 TEL　095-829-2419

ＪＦグループ
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の
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読
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は
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に
含
む


